
立命館大学 国際シンポジウム

International Symposium“Interculturality and Humanities”

事前申し込み不要

参加費無料※基調講演、ならびに藤田先生の講演は日本語でおこなわれます。その
他の講演につきましては英語でおこなわれますが、邦訳原稿を配布する
とともに、質疑応答につきましては同時通訳を実施いたします。

※5日の講演終了後、懇親会を予定しておりますので、そちらにも是非
ご参加下さい。

立命館大学文学部と立命館大学間文化現象学研究センターの共催にて、
このたび下記の内容・日程で国際シンポジウムを開催することになりました。
多くの方々にご参加いただけますよう、ここにご案内申し上げます。

〒603-8577 京都市北区等持院北町56-1

立命館大学文学部事務室
■TEL：075-465-8187（代表）■E-mail：mlst-ltoffice@mlst.ritsumei.ac.jp

立命館大学人文科学研究所
■TEL：075-465-8225（代表）■E-mail：jinbun@st.ritsumei.ac.jp

3.5 sat

藤田　りん子（ウィーン大学）

「間文化性と音楽学：
 雅楽の時間概念と知覚の研究から」
Interculturality and Musicology:

Time Conception and Perception regarding Japanese Court

Music Gagaku

15：30～16：30

講演
Lecture

講 師

「和辻哲郎における風土と空間の倫理」
Tetsuro Watsuji's Theory of Climate and the Space of Ethics

16：45～17：45

講演
Lecture

ペク・ジン Jin Baek（ソウル大学）講 師

上田　閑照（京都大学名誉教授）

13：15～15：15

基調講演
Keynote Lecture

講 師

開会の辞
Opening Address

谷　　　徹（立命館大学間文化現象学研究センター長）

学部長挨拶
Dean's Address

桂島　宣弘（立命館大学文学部長）

13：00～13：15

3.6sun

トーマス・ニーノン Thomas Nenon（メンフィス大学）

「生活世界における文化的差異の源泉と
 解決をめぐるフッサールの思想」
Husserl on the Source and Resolution of Cultural Differences

in the Life-World

14：00～15：00

講演
Lecture

講 師

フィリップ・バックリー Philip Buckley（マギル大学）

「危機と好機：人文学（ヒューマニティーズ）を
 めぐる現象学的反省」
Crises and Opportunities:

Phenomenological Reflections on the Humanities

15：15～16：15

講演
Lecture

講 師

16：30～18：00

全体討論
Discussion

18：00～18：10

閉会の辞
Closing Address

「芸術、地平、浮世絵」
Art, horizon and the 《floating world (ukiyo-e)》

10：00～11：00

講演
Lecture

ピエール・ロドリゴ Pierre Rodrigo（ブルゴーニュ大学）講 師

「沈黙、さまざまな沈黙」
Silence, Silences

11：15～12：15

講演
Lecture

マウロ・カルボーネ Mauro Carbone（リヨン第3大学）講 師

■お問い合わせ

日

主催：立命館大学文学部・立命館大学間文化現象学研究センター

2011年（平成23年）

3
立命館大学 創思館 カンファレンスルーム
（衣笠キャンパス）

5日は13：00より
6日は10：00より土


